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Manual ■ 夏が来た 
 ≪夏が来た≫は 13 世紀頃にイギリスで作曲された曲で、楽譜に残る世界最古の合唱曲と言われて
います。寒くて長い冬が終わって夏を迎えることの喜びを歌い、素朴な中にも生命の躍動が感じられる

曲です。また、1972年、ミュンヘンオリンピックの開会式で、このカノンが何百人もの子ども達によっ
て華やかに歌われたことでも知られている曲です。 
主となるメロディーを 4声のカノンにし、それに加えて伴奏のような役割を果たすメロディー（オス
ティナート）も 2声のカノンで重なります（6声による 2重カノン）。一見して難しいことをしているよ
うですが、きちんとステップを踏んで練習すれば、誰でも歌うことができる曲です。 
 

【メロディーユニゾン】 
・音の跳躍があり音域も広い曲なので、このユニゾンの段階で十分に練習する。 
・言葉をはっきり発音し、明るく。‘Sing’は「シング」ではなく「スィング」
と発音する。 

Step 1 
まずは全員で 
メロディーの練習 

 ☞ユニゾン：全員で同じメロディーを歌うこと（斉唱） 
  

【オスティナートユニゾン】 
・隣同士の音は、意外にも音程が乱れやすくなる。指導者が生徒の歌声をよく
聴き、根気強く指摘する。 

Step 2 
オスティナートを 
練習する 

 ☞オスティナート：同じメロディーを繰り返すこと 
  

【オスティナートカノン】 
・2つのパートが同じピッチで歌えるように、お互いに聴き合い、音を合わせる
ことが大切。 

Step 3 
オスティナートを 

2つに分ける 
 ☞カノン：同じメロディーをずらして歌うこと（輪唱） 

☞ピッチ：音高（音の高さ） 
  

Step 4 
Step 1とStep 3を 

重ねる 

【メロディーユニゾン＋オスティナートカノン】 
・オスティナートから歌いだし、指揮者の指示でメロディーを重ねる。 
・メロディーとオスティナートのテンポが合うように、お互いに聴き合って歌
うことが大切。 

  
Step 5 
メロディーを 
2つに分ける 

【メロディー2声カノン】 
・2つのパートのピッチが揃うように、お互いに聴きあって歌う。 

  
Step 6 

メロディーを 4つに
分ける 

【メロディー4声カノン】 
・ここでは 4 つのパートが循環して、次々に同じメロディーが現れてくる。そ
の違うパートによる同じメロディーが同じように聴こえてくるかを聴き、差
があれば指摘する。特に‘Sing, Cuccu!’の箇所で各パートが同じ強さやピッ
チで歌えるように練習する。 

  
Step 7 

Step 3とStep 6を 
重ねる 

【メロディー4声カノン＋オスティナートカノン】 
・6つのパートが違う動きで重なり合っている状態。このときも、すべてのパー
トが同じテンポを共有できるように集中させる。お互いに聴き合うというこ
とが大切。 

 
★うまくいかないときは、最初のステップに戻って練習しましょう。 
★旋律と和声のかかわり（テクスチュア）を意識して歌いましょう。 
★男声のオスティナートは音域が狭いため、声変わりをした子どもにも歌える曲として適しています。 
★今回は混声合唱にしましたが、同声合唱で歌うこともできます。 
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■ユニゾン： 同度の音、あるいは同度の旋律を 1声部あるいは数声部が一緒に演奏すること。

しかし、女声と男声のように実音がオクターヴ離れているような場合にもいう。

合唱の練習ではこの同度の練習は基礎的に大切である。より正確な同度の音高を

必要とするのはもちろん、各音の音色の統一がなければ、人声の美しい和声は得

られない。 

 

■カノン： 厳格な模倣様式よる多声楽曲の形式および技法。ある 1声部の旋律を他の声部が

忠実に模倣し、共に進行していくもの。2声カノン、3声カノンや 2重カノン、

同度カノン、2度カノン･･･など、声部の数や音程関係など様々な見地から分類さ

れている。 

 

■ピッチ： 音高（音の高さ） 

 

■順次進行： ある音が音階の隣りあった音、すなわち 2度上または下へ進行すること。これに

対して、ある音が 3度以上離れた音に進むことを跳躍進行という。 

 

■オスティナート： ある一定の音型を、楽曲全体を通じて、あるいはまとまった楽節全体を通じて、

同一声部で、同一音高で、たえずくり返すことをいう。オスティナートは、しば

しばバスにあらわれ、それはとくに〈basso ostinato〉〈ground〉と呼ばれる。しか

し他の声部に現れることもある。 

 

■テクスチュア： 旋律と和声の作曲上の特徴をいう。一般に、ホモフォニーでは、旋律と和声進行

を担う伴奏部とが明瞭に区別される。ポリフォニックな書法においてはいくつか

の声部が独立して、あるいは互いに模倣しながら動く。このような音楽構造上の

特徴をおおまかに言い表すもので、例えば声部数によって決定される響きの「厚

み」、ユニゾンやオクターヴでの重複のしかた、演奏に内在する力感の「軽さ」

や「重さ」、などが問題となる。 
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